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稲田小学校・秋季大運動会　《よさこいソーラン節》

◎主な内容

☆２１世紀の笠間市民の健康づくり‥Ｐ２

☆小学校秋季大運動会‥‥‥‥‥‥‥Ｐ４

☆笠間市の財政事情‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ６

☆わだいいろいろ‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ８

☆情報コーナー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ16

☆生涯学習だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ18

待ち遠しかったのは、小学校運動会

低学年生のかわいい演技

高学年生の元気な徒競走

ビデオカメラ片手のお父さん

お弁当に喝！（勝つ）を入れるお母さん

各校オリジナルのプログラムが光り

今年の運動会も大成功でした
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世
界
一
の
長
寿
国
と
い
わ
れ
る
日
本
。
平
均
寿
命
は
毎
年
延
び
続
け
、
笠
間
市
で

も
急
速
な
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
今
後
も
認
知
症
や
寝
た
き
り

の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
均
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
だ
け
で
な

く
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
「
健
康
寿
命
」
の
期
間
を
延
ば
す
こ
と
や
、

生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
日

本
人
の
約
６
割
が
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
が
ん
で
亡
く
な
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
の
医
療
費
が
約
７
兆
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
は
、
個

人
の
食
生
活
や
運
動
習
慣
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
的
な
生
活
を
送
り
、
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
健
康
な
う
ち
か
ら
の
健
康
づ
く
り
。
こ
の
こ
と

が
、
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
の
必
須
条
件
で
す
。

２１世紀の笠間市民の健康づくり
　

そ
こ
で
、
健
康
づ
く
り
の
目
標
と
し

て
、
国
は
『
健
康
日
本
21
』
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
『
健
康
日
本
21
』
で
は
、

９
つ
の
分
野
で
実
践
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、

具
体
的
な
数
値
を
決
め
て
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
下
の
図
１
〜
３
は
、
各
目
標

値
と
現
状
の
比
較
の
一
部
で
す
。『
健

康
日
本
21
』
は
、
壮
年
期
死
亡
の
減
少
、

生
活
の
質
の
向
上
、
明
る
い
高
齢
化
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
健
康
づ
く
り
を

社
会
全
体
で
支
援
し
て
い
く
た
め
に
誕

生
し
た
、
21
世
紀
の
新
し
い
健
康
づ
く

り
運
動
な
の
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
ほ
と
ん
ど
に
は
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
、
気
付
い
た
と
き
に

は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
最

も
有
効
な
手
段
が
健
康
診
断
で
す
。

　

笠
間
市
で
は
、
図
４
の
と
お
り
、
若

い
方
の
受
診
率
が
低
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
若
い
う
ち
か
ら
健
診
を
受
診
し
、

異
常
の
早
期
発
見
だ
け
で
な
く
、
そ
の

結
果
を
元
に
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
役

立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健
康
日
本
21

ぜ
ひ
、健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

！

図２：成人の肥満者の割合
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図１：高脂血症者の割合
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中央公民館などで開かれている結果説明会

　

今
は
、〝
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
〞時

代
。
健
診
結
果
で
自
分
の
健
康
状
態
を

把
握
し
た
ら
、
ふ
だ
ん
の
生
活
を
見
直

し
、
今
後
の
健
康
管
理
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

笠
間
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

14
年
度
か
ら
、
各
公
民
館
と
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
基
本
健
診
後
の
結
果
説
明
会

を
開
い
て
い
ま
す
。
市
民
の
集
ま
り
や

す
い
場
所
で
、
健
康
に
関
す
る
知
識
を

深
め
て
も
ら
い
、
同
時
に
個
別
の
結
果

を
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
積
極
的
な
健
康

管
理
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
受
講
率
は

全
体
の
約
３
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

笠
間
市
は
、
他
市
町
村
に
比
べ
、
脳

こ
う
そ
く
の
標
準
化
死
亡
比
や
高
血
圧

性
疾
患
の
国
民
健
康
保
険
標
準
化
医
療

費
比
が
非
常
に
高
い
た
め
、
血
圧
管
理

と
動
脈
硬
化
の
発
症
を
予
防
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、
だ
れ
も
が
取

り
組
む
べ
き
健
康
管
理
で
あ
り
、
説
明

会
で
は
、
そ
の
必
要
性
を
説
明
し
た
上

で
、
個
々
に
合
わ
せ
た
健
康
管
理
方
法

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

血
圧
管
理
の
た
め
、
積
極
的
に
勧
め

て
い
る
の
が
「
減
塩
」
で
す
。
血
圧
の

高
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
今
は
正
常
血
圧

と
い
う
方
も
、
塩
分
に
よ
っ
て
血
圧
が

高
く
な
っ
て
し
ま
う
体
に
な
ら
な
い
よ

う
、
減
塩
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

減
塩
は
、
①
薄
味
に
慣
れ
る
、
②
塩
分

を
多
く
含
む
物
を
食
べ
る
機
会
を
少
な

健
診
結
果
は
、
そ
の
後
の
健

康
管
理
に
生
か
す
こ
と
が
大
切

く
す
る
、
こ
の
二
つ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
薄
味
に
慣
れ
る
た
め
に
〜

　

今
年
の
説
明
会
で
は
、
食
生
活
改
善

推
進
員
か
ら
「
冷
汁
」
の
試
食
品
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
冷
汁
は
、
煮
干
・

昆
布
・
か
つ
お
節
な
ど
の
自
然
の
う
ま

味
か
ら
だ
し
を
作
り
、
風
味
の
あ
る
ご

ま
や
大
葉
、
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
旬

の
野
菜
を
利
用
す
る
な
ど
、「
減
塩
の

コ
ツ
」
を
ふ
ん
だ
ん
に
含
ん
だ
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
冷
汁
を
試
食
す
る
こ

と
で
、
自
分
の
味
覚
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

薄
味
の
確
認
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

②
塩
分
を
多
く
含
む
料
理
・
食
べ
物
を

　

と
る
機
会
を
少
な
く
す
る
た
め
に
〜

　

健
康
日
本
21
の
目
標
と
す
る
塩
分
摂

取
量
は
、
一
日
当
た
り
10
グ
ラ
ム
未
満

で
、
高
血
圧
の
治
療
を
し
て
い
る
人
は
、

６
グ
ラ
ム
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
説

明
会
で
は
、
塩
分
を
多
く
含
む
料
理
や

食
べ
物
の
展
示
な
ど
、
血
圧
管
理
の
た

め
に
、
個
々
が
で
き
る
食
塩
の
と
り
方

に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
脈
硬
化
の
予
防
策
と
し
て
、

糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
内
臓
脂
肪
型
肥

満
な
ど
が
改
善
で
き
る
よ
う
、
個
別
に

説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
人
の
異
常
項

目
か
ら
今
ま
で
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
で
き
る
健
康
管
理
を
見

付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

◎
漬
物
の
量
を
減
ら
す
。
古
漬
け
は
浅

漬
け
に
替
え
る
。

◎
佃
煮
、
梅
干
、
塩
干
物
な
ど
、
塩
分

の
多
い
も
の
を
控
え
る
。

◎
味
の
つ
い
て
い
る
も
の
に
、
さ
ら
に

し
ょ
う
ゆ
や
塩
を
か
け
な
い
。

◎
麺
類
の
汁
は
残
す
よ
う
に
す
る
。

◎
み
そ
汁
を
一
日
一
杯
に
し
、
具
を
多

く
入
れ
て
汁
を
少
な
く
す
る
。

◎
す
し
飯
、
味
付
け
御
飯
、
ど
ん
ぶ
り

も
の
な
ど
を
控
え
る
。

◎
か
ま
ぼ
こ
、
ハ
ム
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
な

ど
の
加
工
食
品
を
と
り
過
ぎ
な
い
。

◎
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
控
え
る
。

◎
煮
干
、
か
つ
お
節
な
ど
の
天
然
だ
し

を
濃
く
と
っ
て
、
幅
広
く
利
用
す
る
。

◎
し
ょ
う
ゆ
と
砂
糖
の
煮
物
ば
か
り
で

な
く
、
水
だ
き
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な

ど
の
調
理
法
も
取
り
入
れ
る
。
素
材

の
う
ま
味
を
出
し
薄
味
に
調
理
す
る
。

◎
香
辛
料
や
か
ん
き
つ
類
、
食
酢
の
酸

味
を
う
ま
く
使
う
。

◎
香
味
野
菜
（
み
つ
ば
・
し
そ
・
し
ょ

う
が
等
）
や
種
実
類
（
ご
ま
・
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
等
）、
の
り
、
か
つ
お
な
ど

の
風
味
を
利
用
す
る
。

〝
減
塩
の
コ
ツ
〞を
紹
介
し
ま
す

《夜間検診のお知らせ》
検診日 受付時間 検診場所 検診内容 結果説明会

１１月３０日（水）

午後５時
～８時 中央公民館

◎尿検査
◎血圧測定
◎血液検査
◎心電図
◎眼底検査
◎胸部レントゲン検査

１月１２日（木）
１月１３日（金）
午後５時～７時

１２月　１日（木）

１２月　２日（金）

問合せ先：保健センター　TEL７２－７７１１
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紅白対抗リレー（稲田小） ひがしエクスプレス（東小）

組体操・笠間百景（笠間小）ハリケーン２００５（箱田小）

ちびっこタイフーン（笠間小）

大玉送り（佐城小）

ただ今レンタル中（佐城小）

紅白対抗リレー（箱田小）

南の乱（南小）

心機一転！おくれちゃダメよ（稲田小）

紅白対抗リレー（東小）

２年生がんばりまっしょい！
（南小）

小  学  校

秋季大運動会

秋一番の

思い出
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預金保険制度（ペイオフ本格実施）

日　　時：１１月２７日（日）
　　　　　午後１時～３時
　　　　　※入場無料
会　　場：笠間市中央公民館
主　　催：笠間市・笠間市男女共同参画推進フォーラム実行委員会
問合せ先：秘書企画課　TEL内線２２３

男女共同
参画推進フォーラム２００５

講演：『コロッケで街おこし』
講師：吉田 京子さん
　　　（龍ヶ崎市商工会女性部長）

寸劇：『女性も町会議員になっぺよ！』
　　　笠間げんこつ劇団

無料託児（２歳以上）を実
施します。希望者は１１月
１８日（金）までに秘書企
画課へお申込みください。

　

石
綿
を
製
造
又
は
取
り
扱
っ
て

い
る
事
業
主
や
労
働
者
、
過
去
に

こ
れ
ら
の
業
務
に
従
事
し
た
こ
と

の
あ
る
労
働
者
や
そ
の
家
族
等
か

ら
の
相
談
に
、
専
門
の
医
師
が
応

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
災
補
償

制
度
や
石
綿
の
ば
く
露
防
止
対
策

に
つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

相
談
日
時
▼
毎
月
第
１
・
３
水
曜

日
の
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

相
談
会
場
▼
労
働
者
健
康
福
祉
機

構
茨
城
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ

ー（
水
戸
南
町
第
一
生
命
ビ
ル
）

相
談
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
事
前
に
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働

局
安
全
衛
生
課
☎
０
２
９
（
２

　

２
４
）
６
２
１
５　

FAX
０
２
９

（
２
２
４
）
６
２
７
３
、
茨
城

産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０

　

２
９
（
３
０
０
）
１
２
２
１

　

FAX
０
２
９
（
２
２
７
）
１
３
３
５

石綿（アスベスト）に関する
健 康 相 談

　預金保険法の改正により、平成１７年４月以降、当座預金や利息の付かない普通預金は「決済用預金
（※１）」として全額保護され、定期預金や利息の付く普通預金などは、１金融機関につき、預金者一人
当たり、元本１千万円までとその利息が保護されます。

（※１ ）「決済用預金」とは、「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という三つの条件
を備えた預金で、当座預金や利息の付かない普通預金が該当します。

預金等保護の姿

預金保険制度の対象となる金融機関
○銀行（日本国内に本店があるもの）　○信用金庫
○信用組合　○労働金庫　○信金中央金庫
○全国信用協同組合連合会　○労働金庫連合会
※農協、漁協、水産加工協等は、別途、農水産協同
　組合貯金保険制度に加入しています。

【預金保険制度に関する問合せ先】
○預金保険機構
　ＴＥＬ ０３―３２１２－６０２９
○財務省関東財務局
　ＴＥＬ ０４８－６００－１１４６

預金等の分類 平成１７年４月から
決済用預金 当座預金、利息の付かない普通預金等 全額保護（恒久措置）

一般預金等
利息の付く普通預金、定期預金、定期
積金、元本補てんのある金銭信託（ビ
ッグなど）等

合算して元本１千万円までとその利息等を保護

対象外の預金等
外貨預金、元本補てんのない金銭信託
（ヒットなど）、金融債（保護預り専用
商品以外のもの）等

保護対象外
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平成17年度一般会計予算執行状況 予算総額103億4,477万1千円

地方自治法第243条の３第１項の規定に基づく「笠間市財政事情書の作成及び公表に関する条例」の
定めるところにより、平成17年４月１日から９月30日までの笠間市の財政事情を公表します。

歳　入

歳　出

市有財産の状況

土　地
142万966.95㎡

建　物
11万2,033.08㎡

出資金・貸付金
24億3,138万5千円

基金・有価証券
　特定目的基金

17億3,009万3千円
　財政調整基金

6億768万7千円
　国保会計財政調整基金

3億9,671万2千円
　財産区財政調整基金

8,681万5千円
　介護保険介護給付費準備基金

7,000万3千円
　土地開発基金

9億5,756万3千円

市 債 の 状 況

土 木 債
28億3,830万1千円

衛 生 債
15億4,550万円

《特別会計》
　上水道事業債

33億6,084万8千円

農林水産業債 4億53万7千円

民 生 債 2億2,042万2千円

消 防 債 1億7,946万円

臨時税収補てん債 1億3,123万9千円

地域改善対策債 1,818万7千円

減収補てん債 357万円

災害復旧債 2,097万4千円

転 貸 債 114万3千円

教育債
11億440万5千円

臨時財政対策債
15億6,296万3千円

商 工 債
8億8,116万7千円

減税補てん債
8億223万3千円

29億9,976万4千円
20億2,410万6千円地方交付税

市　　　税

国庫支出金

市　　　債

繰　入　金

県 支 出 金

繰　越　金

そ　の　他

地方消費税交付金

地方譲与税

諸　収　入

27億6,515万円
19億843万4千円

8億9,823万9千円

8億7,850万円
2億656万7千円

5億677万3千円

4億1,031万7千円
6,889万6千円

4億769万2千円
8,921万4千円

3億672万2千円
3億672万2千円
3億500万円

1億720万2千円
2億6,300万円

6億361万4千円
3億2,665万9千円

1億4,203万9千円

2億円

0円

民　生　費

教　育　費

総　務　費

土　木　費

衛　生　費

公　債　費

消　防　費

農林水産業費

商　工　費

諸 支 出 金

そ　の　他

24億803万2千円

16億1,077万円

14億5,639万9千円

13億5,015万2千円

9億704万5千円

5億9,767万4千円

4億6,365万7千円

5億2,199万3千円
10億621万6千円

3億7,546万9千円
9億4,283万7千円

4億5,622万1千円
5億2,361万7千円

3億7,701万6千円
3億7,659万2千円

1億793万7千円

1億2,447万1千円
2億2,233万1千円

1億7,478万2千円
7,625万4千円

2億7,304万3千円

0円

40億773万7千円支出済額計

53億7,983万9千円収入済額計
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平成16年度決算状況

一 般 会 計

特 別 会 計

主 な 事 業

一 般 会 計
性質別決算状況

平成17年度特別会計予算執行状況

歳　　出
99億
5,414万3千円

人件費
22.6％

物件費
18.7％

補助費等
12.5％

普通建設
事業費
11.9％

繰出金
11.3％

扶助費
10.3％

公債費
9.9％

維持補修費
1.0％

投資及び出資金・貸付金0.7％

災害復旧事業0.5％
積立金0.6％

歳      　　    入 歳       　　   出
科　　     目 予 算 現 額 決  算  額 科　　     目 予 算 現 額 決  算  額

市 税 2,792,441 2,746,471 議 会 費 143,499 142,280
地 方 譲 与 税 213,000 238,693 総 務 費 1,033,172 998,027
利 子 割 交 付 金 23,698 23,602 民 生 費 2,350,061 2,260,272
配 当 割 交 付 金 3,300 3,932 衛 生 費 1,033,396 971,878
株式等譲渡所得割交付金 476 3,954 農 林 水 産 業 費 402,300 377,437
地方消費税交付金 285,000 278,160 商 工 費 364,808 358,735
ゴルフ場利用税交付金 159,000 153,476 土 木 費 1,543,988 1,452,339
自動車取得税交付金 80,000 83,289 消 防 費 481,917 477,664
地方特例交付金 77,583 77,583 教 育 費 1,239,608 1,192,537
地 方 交 付 税 3,066,407 3,129,571 災 害 復 旧 費 42,163 36,209
交通安全対策特別交付金 5,000 5,240 公 債 費 1,413,624 1,411,374
分担金及び負担金 88,291 94,717 諸 支 出 金 275,435 275,391
使用料及び手数料 174,646 167,122 予 備 費 12,347 0
国 庫 支 出 金 1,001,285 925,217
県 支 出 金 384,890 360,273
財 産 収 入 25,218 23,408
寄 附 金 18,275 18,273
繰 入 金 177,382 169,778
繰 越 金 296,511 296,511
諸 収 入 335,315 334,895
市 債 1,128,600 1,126,700
歳 入 計 10,336,318 10,260,865 歳    出    計 10,336,318 9,954,143

（単位：千円）

区　　　　分
歳　　　　　　　 入 歳　　　　　　　 出

予 算 現 額 決　算　額 予 算 現 額 決　算　額

国 民 健 康 保 険 会 計 2,772,450 2,765,958 2,772,450 2,731,727

老 人 保 健 会 計 2,772,141 2,618,421 2,772,141 2,583,933

介 護 保 険 会 計 1,454,060 1,407,527 1,454,060 1,327,415

介護認定審査会会計 20,653 20,652 20,653 17,326

クラインガルテン会計 96,955 84,331 96,955 56,149

大 池 田 財 産 区 会 計 9,367 9,295 9,367 6,087

水 道 事 業 会 計
収益的 851,067 796,654 851,067 804,728

資本的 142,700 136,794 284,317 279,695

合 　 　 　 　 計 8,119,393 7,839,632 8,261,010 7,807,060

一　　般　　会　　計　　事　　業 事　業　費
公営住宅建設事業（福原住宅団地） 113,724
緊急地方道路整備事業（箱田寺崎線） 113,535
市 総 合 公 園 整 備 事 業 72,725
コミュニティ道路整備事業（荒町駅前線） 66,691
緊急地方道路整備事業（来栖寺崎線） 58,746
緊急地方道路整備事業（才木友部線） 39,199
浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 36,953
まちづくり総合支援事業（ポケットパーク整備） 31,956
緊急地方道路整備事業（福原本戸線） 31,237
一 般 道 路 新 設 改 良 事 業 30,663
公 民 館 施 設 整 備 事 業 29,186
県営ほ場整備事業（箱田東部地区） 18,509
山急県単土地改良事業（日沢地区） 13,631
山急県単土地改良事業（古山地区） 11,424
県営ほ場整備事業（担い手 : 本戸地区） 9,999
県単林道開設事業（本戸前山線） 9,574
中山間地域総合整備事業（南指原地区） 8,352
消 防 施 設 整 備 事 業 6,624
県営ほ場整備事業（箱田中央地区） 3,047
市 単 土 地 改 良 事 業 1,995
運 動 公 園 整 備 事 業 1,967
一 般 道 路 舗 装 事 業 1,943

歳　入 81億1,198万4千円 歳　出 82億8,588万円

27億2,487万6千円

26億8,905万6千円
10億7,628万3千円

12億466万5千円
15億7,440万3千円

5億7,657万4千円

8億5,873万8千円
3億854万2千円

2,054万9千円
614万7千円

1億2,346万7千円
2億9,717万1千円

2,506万6千円
120万円

9,602万1千円
1,867万1千円

27億2,487万6千円

26億8,905万6千円
10億5,370万4千円

9億2,245万1千円
15億7,440万3千円

7億4,572万1千円
2,054万9千円
1,492万4千円

8億5,873万8千円
2億2,406万2千円
1億2,327万5千円

0円
2,506万6千円
1,059万2千円
9,602万1千円
6,831万2千円

老 人 保 健

介 護 保 険

国民健康保険

大池田財産区

クラインガルテン

（収益的）
水　道
（資本的）

介護認定審査会

歳　入 171億5,775万4千円 歳　出 166億7,069万3千円

17億5,775万4千円
収入済額計

166億7,069万3千円
支出済額計

（単位：千円）

（単位：千円）
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笠間稲荷門前通りに集う往年の名車たち

トンネル内を見学する南中の生徒たち

『
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
』　

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
笠
間
を
疾
走

　

往
年
の
珠
玉
の
名
車
が
勢
ぞ
ろ

い
す
る
『
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ

レ
ミ
リ
ア
』。
こ
の
催
し
は
、
イ

タ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
１
０
０
０
マ

イ
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ

ー
イ
ベ
ン
ト
『
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
』

の
日
本
版
で
、
西
暦
１
９
２
７
年

か
ら
69
年
ま
で
に
製
造
さ
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
に
乗

り
、
１
都
７
県
を
結
ぶ
総
延
長
１

６
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
１
０
０

０
マ
イ
ル
＝
イ
タ
リ
ア
語
で
ミ
ッ

レ
ミ
リ
ア
）
を
走
破
す
る
華
麗
な

レ
ー
ス
で
す
。
そ
し
て
、
ス
ピ
ー

ド
を
競
う
こ
と
な
く
、
時
代
を
超

え
た
良
質
な
精
神
を
、
現
代
の
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
の
は
、
ジ
ャ
ガ
ー
や

ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
、
フ
ェ
ラ
ー
リ
、

ポ
ル
シ
ェ
、
ト
ヨ
タ
２
０
０
０
Ｇ

Ｔ
な
ど
１
０
８
台
。
10
月
２
日
に

明
治
神
宮
（
東
京
）
を
ス
タ
ー
ト

し
た
一
行
は
、
最
終
日
の
10
月
５

日
早
朝
、
笠
間
稲
荷
神
社
前
の
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
。
通
過

ス
タ
ン
プ
と
お
土
産
の
笠
間
焼
を

受
け
取
る
と
、
沿
道
を
埋
め
た
市

民
の
温
か
い
歓
迎
に
応
え
な
が
ら
、

ゴ
ー
ル
の
横
浜
を
目
指
し
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
ト
ン
ネ
ル
工
事　

市
内
中
学
生
が
現
場
見
学

　

10
月
６
日
・
７
日
・
12
日
の
三

日
間
、
建
設
中
の
「
北
関
東
自
動

車
道
」
唐か

ら
お
け
や
ま

桶
山
ト
ン
ネ
ル
（
本
戸

地
内
）
で
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
、

市
内
中
学
校
の
全
校
生
徒
７
７
８

人
が
工
事
現
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
見
学
会
は
、（
社
）
日
本

土
木
工
業
協
会
と
東
日
本
高
速
道

路
（
株
）
関
東
支
社
水
戸
工
事
事

務
所
が
主
催
し
た
も
の
で
、
共
同

企
業
体
の
協
力
で
行
わ
れ
た
も
の
。

生
徒
た
ち
は
、
上
り
線
ト
ン
ネ
ル

内
で
、
作
業
工
程
や
ト
ン
ネ
ル
の

掘
り
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

下
り
線
ト
ン
ネ
ル
の
一
番
奥
ま
で

バ
ス
で
移
動
し
、
初
め
て
見
る
未

知
の
空
間
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

北
関
東
自
動
車
道
は
、
群
馬
県

高
崎
市
か
ら
ひ
た
ち
な
か
市
に
至

る
延
長
約
１
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
高
速
道
路
。
物
流
の
大
動
脈
と

し
て
、
群
馬
・
栃
木
・
茨
城
の
主

要
都
市
と
国
際
港
の
常
陸
那
珂
港

を
結
ぶ
と
と
も
に
、
関
越
自
動
車

道
・
東
北
自
動
車
道
・
常
磐
自
動

車
道
と
連
結
し
、
今
後
の
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
利
便

性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

唐
桶
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
平

成
19
年
２
月
ご
ろ
ま
で
続
き
ま
す
。

　８月６日と７日の二日間、県立小川
高等学校のグラウンドなどを会場に、
「小川町サッカーフェスティバル」が
開かれ、高学年の部に、稲田サッカー
スポーツ少年団を含む県内の１６チー
ムが参加。稲田イレブンが勝ち進み、
決勝戦では、相手チームに３対０で圧
勝し、見事優勝杯を手にしました。

小
川
町
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

稲
田
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝

　笠間人と交流人（笠間以外の人）の
触れ合いを目的とした「時習館事業」。
笠間ファン倶楽部が主催する同事業の
第一弾として、９月１８日、『栗拾い
＆月見会』が開かれました。月見会会
場はつつじ公園。参加者は、栗御飯と
「中秋の名月」を楽しんだ後、月とつ
つじ山の歴史話に耳を傾けました。

笠
間
フ
ァ
ン
倶
楽
部
の
初
イ
ベ
ン
ト

『
栗
拾
い
＆
月
見
会
』を
開
催



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

17土友引
子ども体験行事「マナBe～サイエンス」
　　(1中央公民館 )
子ども体験行事「どんぐり学校」～正月飾りをつくろう～
　　(1生涯学習課 内線 272)
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )

18日先負
「女性も男性もいきいき！のびのびセミナー」14:30～ 16:00
　　中央公民館 ２階会議室（1秘書企画課 内線223）
子ども体験行事「友・遊ランド」
　　寺崎公民館 (1生涯学習課 内線 272)
4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや (1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　いけうち医院 1７２－１１０５

19月仏滅 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

１歳６か月児健診
　　受　付▷13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H15.4.1 ～ 5.25 生まれ

20火大安
教育

健康

心配

育児

３歳児健診
　　受　付▷13:00 ～ 13:10
　　対象児▷H14.8.1 ～ 9.30 生まれ

21水赤口 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　くるす保育所 遊戯室 (1福祉事務所 内線 144)

教育

児童

人権法務

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

22木先勝 教育

育児

６～７か月児健診
　　受　付▷13:20 ～ 13:30
　　対象児▷H17.5.1 ～ 6.15 生まれ
お誕生相談
　　受　付▷9:50 ～ 10:00
　　対象児▷H16.12.1 ～ 1.15 生まれ

23金友引
「市立図書館 夏休みイベント」
ビデオ映画上映会 10:30 ～ 11:30
　　市立図書館２階ホール（1市立図書館 )
おはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや（1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　石本病院 1７２－４０５１

24土　先負 ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )

情報カレンダー情報カレンダー

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

9

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

『年末の交通事故防止県民運動』
１２月１日 (木 )から１２月３１日 (土 )

天皇誕生日

12月
平成 17 年
December

師
し

走
わす

相談は、下段一覧を
ご参照ください。



日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

9 金赤口
教育

児童

健康

歯科

10土先勝
ゴスペルコンサート　『亀渕友香＆ The Voices of Japan』
　　中央公民館 大ホール (1中央公民館 )
第 18回 市長杯バスケットボール大会　10・11日
　　市民体育館 (1総合公園管理棟 )
子ども体験行事「どんぐり学校」～ハンドメイドクリスマス会～
　　10・11日 (1生涯学習課 内線 272)
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )

11日友引
4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや (1市立図書館 )
ワークショップ「色鍋島製作実演」 10・11日
　　陶芸美術館 (1県立陶芸美術館 70-0011)

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　太田皮フ科 1７２－７７７７

12月先負 教育

児童

２歳児歯科健診
　　受　付▷13:00～ 13:10
　　対象児▷H15.9.21～ 10.21生まれ

13火仏滅 ふれあい (心配ごと相談 )巡回相談 10:00 ～ 12:00
　　大橋公民館 (1社会福祉協議会 )

教育

健康

心配

育児

14水大安 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　中央公民館 和室 (1福祉事務所 内線 144)

教育

児童

育児

機能アップ教室　13:00 ～ 15:30

15木赤口 教育

育児
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

16金先勝
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

健康

資源物（紙類）回収にご協力をいただき、ありがとうございます。
☆９月の回収量は、53,730kg で、内訳は次のとおりです。
 新聞紙 20,660kg、雑誌類 24,470kg、段ボール 8,600kg
☆ごみ減量のため、今後ともよろしくお願いします。　《環境課》

予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

茨城県陶芸美術館
「日本のわざと美」展

１１月１９日 (土 )から１２月２１日 (水 )



情報カレンダー情報カレンダー
日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

1 木先負 教育

育児
ひだまり (精神デイサービス )
　　10:00 ～ 15:00

2 金大安
0 ･ 1 ･ 2 ･ 3 歳のおはなし会 11:00 ～ 11:20
　　市立図書館 ２階ホール (1市立図書館 )
ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

健康

児童

3 土赤口
ビデオ映画上映会 15:00 ～
　　市立図書館 2 階ホール (1市立図書館 )
ワークショップ「伊勢型紙製作実演」 3・4日
　　陶芸美術館 (1県立陶芸美術館 70-0011)

4 日先勝
第７回 笠間シティマラソン大会
　　芸術の森公園 (1総合公園管理棟 )
4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや (1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　関医院 1７２－１３８２

5 月友引 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

ＢＣＧ接種　

　　受付▷13:00 ～ 13:30

　　※３日前までに予約してください

6 火先負
教育

健康

心配

育児

7 水仏滅 子育て広場 9:00 ～ 12:00
　　中央公民館 和室 (1福祉事務所 内線 144)

教育

児童

育児

機能アップ教室　9:30 ～ 15:30

8 木　大安 教育

育児

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

11

問合せ先
（市外局番）
02 9 6

相
談
記
号

心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

◎市　役　所172―1111　　◎保健センター172―7711　　◎総合公園管理棟172―9330　　◎下水道組合
◎中央公民館172―2100　　◎清掃センター174―3800　　◎市民体育館172―2101　　◎広 域 斎 場
◎市立図書館172―5046　　◎てらざき保育所 172―0254　　◎くるす保育所172―0563　　◎いなだ保育所

12月
平成 17 年
December

師
し

走
わす

陶のオルゴール展
１２月３日 (土 )から２５日 (日 )

陶の小径 各店内

相談は、下段一覧を
ご参照ください。



予防接種・健診等の実施場所は、表示があ

る場合を除き、すべて保健センターです。

相談は、一覧表をご参照ください。

18
年
１
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

税等納期限
  　　　　　　　　　　　固定資産税・都市計画税　……第３期分
　12月 26日 ( 月 )　国 民 健 康 保 険 税　……第７期分
　　　　　　　　　　介　護　保　険　料　……第５期分

日／曜 行　　　　　　事 相談 予防接種・健診等 メモ欄

25日仏滅 4 ･ 5 ･ 6 歳のおはなし会 14:00 ～ 14:30
　　市立図書館 １階 おはなしのへや (1市立図書館 )

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　柳橋医院 1７４－２３０２

26月大安 ふれあい広場 10:00 ～ 11:30
　　いなだ保育所 (1いなだ保育所 74-2304)

教育

児童

27火赤口
教育

健康

心配

育児

28水先勝 教育

29木友引

30金先負

31土赤口 かさま除夜の鐘
　　佐白山ろく公園（1観光協会 72-9222）

休日救急医 9:00 ～ 17:00
　　河村医院 1７２－２１２１

【１月の予防接種】

　　〔ＢＣＧ接種〕　　11日 ( 水 )

○●
見
や
す
い
所
に
は
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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心配：心配ごと相談（ふれあい相談室）10120―66―1134  毎週火曜 13～16時  社会福祉協議会　　　健康：健康相談  第 1～ 3・5週火・金曜 9 ～ 12時 第 4火・金曜 13～ 16時 保健センター　　児童：家庭児童相談 月・水・金曜 13～17時（福祉事務所1内線330）

教育：教育相談（中学生までの悩みごと・心の相談）173―0710  月～金曜 9～16時  笠間保健サービスセンター（学務課1内線 261）　 歯科： 歯科相談 第 2金曜 9～11時 第 4金曜 13～16時 保健センター　　育児：児童相談  火・水・木曜 9～ 16時　各保育所

人権法務：人権法務相談  毎月第 3 水曜 10～15時　虹の家（総合窓口課1内線 117）　　　地域児童：県地域児童相談 奇数月の第３金曜 10 ～ 16時 保健センター（福祉事務所1内線 142要予約）

178―0851　　

△

社会福祉協議会173―0084　　

△

笠間工芸の丘170―1313　　

△

笠間クラインガルテン170―3011
172―7011　　

△

観　光　協　会172―9222　　

△

茨城県陶芸美術館170―0011　　

△

笠間日動美術館172―2160
174―2304　　

△

笠間焼協同組合173―0058 E-mail

△

info@city.kasama.ibaraki.jp

12/30 まで 12/31 ～ 1/3 1/4 から

収集・持込 平常業務 休　　み 平常業務

清掃センター・エコフロンティアかさまの操業日程

年末年始の休業日
笠 間 市 役 所

１２月２９日～１月３日保 健 セ ン タ ー
シルバー人材センター
市 立 図 書 館

１２月２８日～１月４日
中 央 公 民 館
市 民 体 育 館
総 合 公 園 管 理 棟
クラインガルテン １２月２９日～１月３日
笠 間 市 観 光 協 会 １２月３０日～１月１日
笠 間 工 芸 の 丘 １２月２４日～１月１日
笠間市社会福祉協議会 １２月３０日～１月３日
広域斎場「やすらぎの森」 １月１日～３日
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食事の大切さを訴える根本 悦子さん

がんばっていきまっしょい！チーム

佐
城
小
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講
演
会　

食
事
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

　

10
月
12
日
、
佐
城
小
学
校
の
体

育
館
で
、
笠
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー

と
佐
城
小
学
校
共
催
に
よ
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
教
育
講
演
会
が
開
か
れ
、５
・
６

年
生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
な
ど

約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
を
行
っ
た
の
は
、
根
本
ク

ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
本
校
▽
ひ

た
ち
な
か
市
）
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
、
食
と
健
康
を
一
貫
し
た
テ
ー

マ
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
根

本 

悦
子
さ
ん
。「
食し

ょ
っ

キ
ン
グ
な
話

〜
子
ど
も
の
食
事
、
こ
れ
で
よ
い

の
！
」
と
題
し
、
子
ど
も
の
成
長

と
食
生
活
の
密
接
な
関
係
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

　
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を
日
本

で
初
め
て
唱
え
た
と
い
わ
れ
る
根

本
さ
ん
。
朝
御
飯
を
き
ち
ん
と
食

べ
る
こ
と
、
体
が
ア
ル
カ
リ
性
だ

と
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し

て
、
各
種
栄
養
成
分
の
役
割
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
正
し

い
食
習
慣
が
人
間
形
成
に
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
、
安
全
な
食
材

の
選
び
方
、
食
品
添
加
物
の
表
示

の
見
方
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
メ
ニ

ュ
ー
の
組
み
合
わ
せ
方
な
ど
、
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
交
流
と
体
力
づ
く
り　

第
９
回
笠
間
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

秋
の
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

柊
ひ
い
ら
ぎ

山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

　身近なスポーツを楽しみ、地域のつ
ながりを深めようと、１０月１日、柊
山ウォーキング（主催：かさまをよく
する市民会議健康づくり運動実行委員
会）が開催されました。コースは、福
原公民館から柊山・出雲大社までの往
復９キロメートル。秋晴れの中、市民
５２人がさわやかな汗を流しました。

　秋の全国交通安全運動期間中の９月
２７日、笠間ショッピングセンター周
辺で、交通安全運動キャンペーン（主
催：笠間市交通安全対策協議会）が行
われ、笠間地区交通安全協会や笠間市
交通安全母の会などから３４人が参加。
買い物客やドライバーに啓発物を手渡
しながら、交通安全を呼び掛けました。

小
学
生
の
部

優
勝
▼
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ
い
！

準
優
勝
▼P

inky

・P
inky

第
３
位
▼
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
３
位
▼
ス
マ
イ
ル
ズ
チ
ー
ム

コボリンズチーム

女
子
の
部

優
勝
▼
コ
ボ
リ
ン
ズ

準
優
勝
▼
と
ん
ち
ん
か
ん

第
３
位
▼
ア
ソ
ル
ト

第
３
位
▼
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

磯っピ！！チーム

男
子
の
部

優
勝
▼
磯
っ
ピ
！
！

準
優
勝
▼
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
海
藤

第
３
位
▼
ス
ポ
チ
ャ
ン

第
３
位
▼
ム
シ
コ
ン
グ

テディベアーズチーム

混
合
の
部

優
勝
▼
テ
デ
ィ
ベ
ア
ー
ズ

準
優
勝
▼
ハ
ム
ス
タ
ー
ズ

第
３
位
▼
海
幸

第
３
位
▼
九
重
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決
し
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
豊

か
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
個
性
を
認
め
合
い
、
自

ら
の
意
思
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
参
画
し
、
ま
た
、
共
に
責
任

を
担
う
男
女
共
同
参
画
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
と
て
も
良

い
こ
と
な
の
で
、
ど
ん
ど
ん
進
め

て
い
こ
う
」
と
考
え
つ
つ
も
、
実

は
自
分
で
は
何
も
実
行
し
て
い
な

い
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
を
高

め
、
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
だ
時
間
が
掛
か
り
そ
う
で

す
。
身
の
回
り
の
で
き
る
こ
と
か

ら
、
や
れ
そ
う
な
こ
と
か
ら
始
め

て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
女
性
会
議
に
参

加
し
て
感
じ
た
の
は
、
参
加
者
に

中
高
年
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
っ
と
若
い
世
代
の
人
た

ち
が
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
日
本
女
性
会
議
」
は
、
女
性

も
男
性
も
、
お
互
い
に
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
全
国

規
模
の
会
議
で
す
。
毎
年
テ
ー
マ

を
決
め
、
全
国
の
各
都
市
を
会
場

に
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
10
月
７
日
と

８
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
た
「
日
本
女
性
会
議
２
０
０

５
ふ
く
い
」
に
つ
い
て
、
参
加
さ

れ
た
外
山
裕
子
さ
ん
に
寄
稿
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

―

◇―

◇―

◇―

　

開
催
地
の
福
井
県
に
は
、
初
め

て
訪
れ
ま
し
た
。
東
尋
坊
や
越
前

竹
人
形
が
有
名
で
す
ね
。
こ
こ
は
、

海
の
幸
と
山
の
幸
が
豊
富
な
こ
と

か
ら
、
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
全

国
最
上
位
で
あ
る
と
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
の
就
業
率
が
高
く
、

共
働
き
の
家
庭
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
平
成
11
年
に
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て

以
来
、
５
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
家
族

や
地
域
、
環
境
の
変
化
、
情
報
化

社
会
の
進
展
、
産
業
構
造
の
変
化

な
ど
に
伴
い
、
新
た
な
課
題
を
解

み
ん
な
で
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

　
　

〜
男
女
共
同
参
画
を
進
め
よ
う
〜

消
防
署
だ
よ
り

＠
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電
話
に
よ
る
応
急
手
当
指
導
と

救
急
車
の
正
し
い
利
用

１
１
９
番
通
報
と
口
頭
指
導

《
日
本
女
性
会
議
２
０
０
５
ふ
く
い
に
参
加
し
て
》

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
さ
ま　

外
山　

裕
子
さ
ん

１
１
９
番
は
緊
急
電
話
で
す

通
報
は
、
慌
て
ず
、
正
確
に
！

●
火
事・救
急
の
別
を
は
っ
き
り
と
！

●
住
所
は
、
正
し
く
、
詳
し
く
！

● 

何
が
（
だ
れ
が
）、
ど
う
し
た

か
を
正
確
に
！

分
か
ら
な
か
っ
た
ら
聞
い
て
ね
！

　

消
防
署
で
は
、
１
１
９
番
通
報

の
際
に
、
応
急
手
当
の
方
法
を
伝

え
る
口
頭
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

口
頭
指
導
と
は
、
１
１
９
番
通

報
を
受
信
し
た
と
き
、
受
付
員
が
、

電
話
等
で
応
急
手
当
の
方
法
を
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
で
す
。

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

で
の
時
間
は
、
平
均
で
６
分
。
特

に
心
肺
停
止
の
場
合
は
、
一
刻
も

早
く
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
い
く
ら
１
１
９

番
受
付
員
が
応
急
手
当
の
方
法
を

説
明
し
て
も
、
皆
さ
ん
が
分
か
ら

な
か
っ
た
ら
困
り
ま
す
。
積
極
的

に
普
通
救
命
講
習
を
受
け
る
な
ど

し
て
、
そ
の
場
に
臨
ん
だ
と
き
は
、

救
命
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

け
が
人
の
場
合
は
、「
け
が
人

で
す
。
交
通
事
故
で
○
○
歳
く

ら
い
の
男
性
が
、
△
△
を
け
が

し
て
い
ま
す
」

※ 
急
病
人
の
場
合
は
、「
急
病
で

す
。
○
○
歳
く
ら
い
の
女
性
で
、

意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
」

救
急
隊
が
到
着
し
た
ら

救
急
隊
に
次
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い

●
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
様
子

●
あ
な
た
が
行
っ
た
応
急
手
当
の
内
容

●
持
病
が
あ
れ
ば
、
そ
の
病
名

●
か
か
り
つ
け
の
病
院
名

● 

そ
の
ほ
か
、
救
急
隊
の
質
問
に

答
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
利
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て

●
緊
急
性
の
な
い
軽
い
け
が
や
病
気

●
通
院
や
入
退
院
の
た
め
の
移
動

●
け
が
や
病
気
で
な
い
酔
っ
払
い

　

救
急
件
数
は
毎
年
増
加
し
、
昨

年
は
１
０
４
９
件
と
、
10
年
前
の

約
１
・
６
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
は
緊
急
自
動
車
で
す
。

必
要
と
し
て
い
る
人
が
必
要
な
と

き
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

図：平成１６年笠間消防署　平均時間と距離
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健
康
ア
ド
バ
イ
ス

保
健
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
教
室

　
　
　
　

活
動
情
報
No.50

　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
、
快
適
に

生
活
で
き
る
ま
ち
。
そ
ん
な
理
想

を
胸
に
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
が
、
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し

て
外
出
で
き
る
環
境
を
考
え
よ
う

と
、
３
年
間
に
わ
た
り
、
公
共
施

設
や
交
通
（
特
に
歩
道
に
注
目
）、

福
祉
施
設
、
店
舗
な
ど
、
１
５
０

か
所
以
上
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
歩
道
の
改
良
や
高

齢
者
用
信
号
機
の
設
置
が
徐
々
に

進
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
歩
行
者

に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
障
害
箇
所

が
多
い
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
を
元
に
、
高
齢

者
や
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る
主

な
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
状
況
を
、

「
ふ
く
し
マ
ッ
プ
」
と
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
、「
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
運
動
を
展
開
で

き
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

53

《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
》

　

寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る
冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
、

体
力
づ
く
り
と
健
康
管
理
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
は
？

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
が
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
中
に
広
が
り
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ

と
で
感
染
し
ま
す
。
こ
れ
を「
飛ひ

沫ま
つ

感
染
」と
い
い
ま
す
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
？

　
　

普
通
の
風
邪
と
違
っ
て
、
急
激
に
高
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
の
ど
の

痛
み
、
せ
き
、
鼻
水
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、
ま
た
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
に
な
り
や
す
い
の
も
そ
の
特
徴
で
す
。

＊
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
は
？

　
　

最
近
の
ワ
ク
チ
ン
は
力
価（
有
効
成
分
の
量
）が
高
く
、
ウ
イ
ル
ス
の

種
類
の
予
測
技
術
も
進
歩
し
て
、
か
な
り
の
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
が
充
分
な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
は
、
接
種
後
約
２
週
間
か

ら
５
か
月
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
は
？

１　

帰
宅
後
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

２　

ふ
だ
ん
か
ら
体
調
を
整
え
て
、
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
睡
眠
な
ど
休
養
を
充
分
に
と
っ
て
、
た
ん
ぱ
く
質
・
ビ
タ
ミ
ン

類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

３　

暖
房
に
頼
り
す
ぎ
ず
、
換
気
を
充
分
に
！　

ま
た
、
部
屋
は
加
湿
器

な
ど
で
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

４　

流
行
期
は
人
込
み
を
避
け
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
け
る
と
と
も

に
、
温
か
い
服
装
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
厚
着
は
禁
物
！

５　

か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
持
病
の
あ
る
方
は
重
症
化
し
や
す
い
の

で
、
軽
く
考
え
ず
に
、
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
ポ
イ
捨
て
防
止
に
取
り
組
む
関
戸
地
区
》

環
境
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

地
域
の
美
化
活
動
に
取
り
組
む

環
境
美
化
モ
デ
ル
関
戸
地
区
（
代

表
▽
佐
伯 

勝
元
さ
ん
）
で
は
、
今

年
５
月
、
関
戸
地
内
（
福
原
）
の

道
路
沿
い
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
り
、
カ
ン
ナ
の
球
根
５
５
０

個
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
植
栽
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
不
法
投
棄
（
ポ
イ
捨

て
）
を
防
止
し
よ
う
と
行
わ
れ
た

も
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
50
人
が

参
加
し
、
沿
線
の
植
付
け
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
内

で
募
集
し
た
中
か
ら
選
ん
だ
標
語

『
カ
ン
ナ
を
咲
か
せ
関
戸
の
心
を

つ
な
ご
う
よ
』
を
掲
げ
た
立
て
看

板
も
設
置
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
活
性
化
と
、
ポ
イ
捨
て
の

防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
地
区
は
、
今
年
度
か
ら

「
不
法
投
棄
防
止
重
点
地
区
」
に

指
定
さ
れ
、
不
法
投
棄
の
防
止
対

策
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。「
不

法
投
棄
防
止
重
点
地
区
」
と
は
、

不
法
投
棄
が
特
に
多
い
地
区
を
笠

間
市
が
指
定
す
る
制
度
。
平
成
14

年
度
を
皮
切
り
に
、
現
在
、
片
庭

寺
平
、
大
橋
31
区
、
日
草
場
、
南

寄
稿
▼
ま
ち
づ
く
り
教
室
生
徒
会

　

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ふ
く
し
マ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ

吉
原
、
南
指
原
、
鍛
冶
屋
、
そ
し

て
関
戸
の
７
地
区
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
、

不
法
投
棄
の
防
止
対
策
と
し
て
、

沿
道
に
、
桜
や
あ
じ
さ
い
、
山
吹
、

彼
岸
花
な
ど
、
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の

花
を
植
栽
し
、
施
肥
や
草
刈
り
な

ど
の
管
理
を
し
な
が
ら
、
地
域
環

境
の
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

関
戸
地
区
に
植
え
付
け
ら
れ
た

カ
ン
ナ
の
球
根
は
、
地
元
の
皆
さ

ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
す
く
す

く
と
成
長
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

真
っ
赤
な
花
を
付
け
、
沿
道
を
散

歩
す
る
人
た
ち
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。沿道に咲いたカンナと立て看板
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人 口 と 世 帯
９月末日現在（前月比）
人　口 29,902 人 （ー   5）
   男 14,612 人 （±   0）
   女 15,290 人 （ー   5）
世帯数 10,044 戸 （＋   6）

※住民基本台帳による

　

市
で
は
、
人
権
週
間
に
ち
な
み
、

『
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意

識
〜
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
人
権
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜
』
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
人
権
尊
重
意

識
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
の

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
今
な
お
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
い
じ
め
な

ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
、
高
齢

者
の
人
権
問
題
、
女
性
に
対
す
る

差
別
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
障
害
者
や
外
国
人
に
対
す

る
差
別
な
ど
、
様
々
な
人
権
侵
害

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
21
世
紀
を

「
人
権
の
世
紀
」と
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識

を
高
め
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
心

豊
か
な
明
る
い
社
会
を
、
共
に
築

い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

最
近
、
電
話
や
封
書
等
で
、
同

和
問
題
に
関
す
る
高
額
な
図
書
の

購
入
を
要
求
す
る
行
為
が
発
生
し

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

『
人
権
週
間
』で
す

地
域
通
貨（
エ
コ
マ
ネ
ー
）に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の

納
付
は
11
月
30
日
ま
で
に

　１０月７日、総合学習「未来に残そ
う笠間の財産」について学習している
笠間小学校６年生の山口 睦美さんと堀
田 眞実さんが、磯市長にインタビュー
を申し出ました。質問内容は「合併後
のビジョン」など。平和なまちにして
ほしいと訴える二人に、市長は、市民
同士の信頼の大切さを語り掛けました。

ご
利
用
く
だ
さ
い　

ひ
ぬ
ま
荘

　

地
域
通
貨
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
や
地
産
地
消
の

推
進
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
上
で
有
効
と
さ
れ
、
全
国
で

４
０
０
か
ら
５
０
０
種
類
が
発
行

　

第
２
期
分
の
納
期
は
、
11
月
21

日
㊊
か
ら
30
日
㊌
ま
で
で
す
の
で
、

期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
水
戸
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
４
８
０
０

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中

学
生
や
高
校
生
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、

悩
み
や
心
配
事
に
つ
い
て
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
専
用

電
話
相
談
「
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
も

相
談
で
き
ま
す
。
秘
密
は
絶
対
に

守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
年
末
年
始
を
除
く
毎

日
、
午
前
９
時
〜
深
夜
０
時

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
８
１
８
１

FAX
０
２
９
（
３
０
２
）
２
１
６
６

http://w
w
w
.edu.pref.ibaraki.jp/

kodom
o/top.htm

問
合
せ
先
▼
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
事
務
局
☎
０
２
９（
３
０
１
）

５
２
２
９ 

子
ど
も
専
用
電
話
相
談

「
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

回
収
し
ま
す
！

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環

境
の
保
護
と
資
源
の
有
効
活
用
の

た
め
、
古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
中
に
、
新
し
い
電
話
帳
を
、

各
ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
を
配
達
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
不
在
等
で
、

回
収
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

改
め
て
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

　

タ
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

　

０
（
５
０
６
）
３
０
９

て
い
ま
す
。
図
書
販
売
は
一
般
的

な
商
行
為
で
あ
り
、
売
り
込
み
に

対
し
て
購
入
す
る
か
断
る
か
は
、

本
人
の
自
由
意
志
で
す
。
断
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
当
な

圧
力
に
よ
っ
て
図
書
等
の
購
入
を

要
求
す
る
こ
と
は
、
人
権
尊
重
の

思
想
や
差
別
意
識
の
解
消
を
阻
害

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
行

為
に
対
し
て
は
、
き
然
と
し
た
態

度
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
合
せ
先
▼
総
務
課
地
域
改
善
対
策
室

　

総
合
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
「
ひ

ぬ
ま
荘
」
は
、
お
年
寄
り
を
は
じ

め
、
一
般
の
方
も
宿
泊
や
休
憩
が

で
き
る
施
設
で
す
。

宿
泊
（
１
泊
２
食
付
き
）

☆
60
歳
以
上
▽
５
０
０
０
円

☆
中
学
生
〜
59
歳
▽
６
０
０
０
円

☆
小
学
生
▽
５
３
０
０
円

☆
幼　

児
▽
実
費

休
憩
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

☆
60
歳
以
上
▽
６
０
０
円

☆
中
学
生
〜
59
歳
▽
１
０
０
０
円

☆
小
学
生
▽
８
０
０
円

☆
幼　

児
▽
無
料

問
合
せ
先
▼
ひ
ぬ
ま
荘
（
茨
城
町

下
石
崎
）
☎
０
２
９
（
２
９
３
）

７
３
５
５

茨城県の最低賃金
１時間　６５１円（３円引上げ）
（平成１７年１０月１日から適用）
※ 仮に使用者と労働者の双方が合意し
た上であっても、最低賃金未満の賃
金は無効とされ、最低賃金と同額の
契約をしたものとみなされます。
問合せ先：茨城労働局労働基準部賃金室
　TEL ０２９（２２４）６２１６

小さなお客様が市長と対談

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
財
）
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振

興
機
構
で
は
、
地
域
通
貨
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
試
験
発
行
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
通

貨
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
団
体
等
の
応
援
も
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
通
貨
に
興
味
の
あ
る
グ
ル

ー
プ
や
、
導
入
し
て
み
た
い
が
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
一
報

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
（
財
）
グ
リ
ー
ン
ふ

る
さ
と
振
興
機
構
☎
０
２
９
４

（
72
）
２
２
６
６

　
Ｅ
メ
ー
ルadmingreen@greenful.jp
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事
業
主
の
皆
さ
ん

ご
存
知
で
す
か
？

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

の
学
生
を
募
集（
一
般
入
学
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

科
名
▼
情
報
通
信
科
・
情
報
処
理
科

受
付
期
間
▽
12
月
19
日
㊊
〜
平
成

18
年
１
月
17
日
㊋

試
験
日
▽
平
成
18
年
１
月
24
日
㊋

定
員
▽
各
課
と
も
10
人
程
度

問
合
せ
先
▼
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校
☎
０
２
９
（
２
６
９
）

５
５
０
０

と
な
り
ま
ち
・
み
ど
こ
ろ
発
見

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

第
11
回
東
海
Ｉ
〜
MO
の
ま
つ
り

《
東
海
村
》

　
「
東
海
Ｉ
〜
MO
（
い
も
）
の
ま

つ
り
」
は
、
東
海
村
特
産
の
さ
つ

ま
い
も
が
主
役
の
祭
典
で
す
。

日
時
▼
11
月
23
日
㊌
（
祝
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
東
海
村
発
足
50
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
「
上

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
タ
イ
フ
ー
ン

々
颱
風
コ
ン
サ

ー
ト
」、
芋
よ
う
か
ん
早
食
い

競
争
、
い
も
積
み
競
争　

キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
ほ
か

問
合
せ
先
▼
東
海
Ｉ
〜
MO
の
ま
つ

り
運
営
協
議
会
☎
０
２
９
（
２

　

８
２
）
１
７
１
１

水
戸
市
元
旦
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル　
　
　
　
　
　
《
水
戸
市
》

《
初
テ
ニ
ス
》

時
間
▼
午
前
８
時
〜
正
午

会
場
▼
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
・
第
２
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
当
日
会
場
で
受
付
け

《
初
泳
ぎ
》

時
間
▼
午
前
７
時
〜
正
午

会
場
▼
青
柳
公
園
と
小
吹
運
動
公

園
の
各
屋
内
プ
ー
ル

参
加
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
当
日
会
場
で
受
付
け

問
合
せ
先
▼
水
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
協
会
☎
０
２
９
（
２
４
３
）

０
１
１
１

募
集
言
語
▼
英
語
以
外
で
、
特
に

タ
イ
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
、
シ
ン
ハ
ラ
語
等

応
募
資
格
▼
県
内
に
在
住
す
る
16 

歳
以
上
の
方
（
国
籍
不
問
）

活
動
内
容
▼
書
類
等
の
翻
訳
、
外

国
人
講
師
や
病
院
患
者
の
通
訳
、

研
修
生
の
生
活
指
導
の
通
訳

問
合
せ
先
▼
（
財
）
茨
城
県
国
際

交
流
協
会
☎
０
２
９（
２
４
１
）

１
６
１
１

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
よ

り
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
、
事
業

主
の
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て
い

る
場
合
は
、
65
歳
ま
で
定
年
を

引
上
げ
る
。

②
定
年
後
も
引
き
続
き
、
希
望
者

全
員
を
65
歳
ま
で
雇
用
す
る
。

　
（
再
雇
用
・
勤
務
延
長
制
度
）

③
定
年
の
定
め
を
廃
止
す
る
。

　

高
年
齢
者
の
知
識
と
経
験
を
生

か
し
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
ま
で

は
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先
▼
茨
城
労
働
局
職
業
安

定
部
職
業
対
策
課
☎
０
２
９（
２

　

２
４
）
６
２
１
９

改正「県青少年環境整備条例」

平
成
18
年
度
県
立
農
業

大
学
校
の
学
生
を
募
集

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
を
対
象
に
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
い
て
、
国
が

つ
く
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
▼
建
設
業
を

営
む
方

対
象
者
▼
建
設
現
場
で
働
く
方

掛
金
▼
日
額
３
１
０
円

主
な
特
徴
／

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

☆
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

☆
掛
金
は
、
税
法
上
全
額
非
課
税

☆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

問
合
せ
先
▼
独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
・
建
設
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
03
（
５
４
０
０
）
４
３
１
６

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/
応
募
資
格
▼
高
校
を
卒
業
又
は
平

成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

学
部
▼
農
学
部
（
農
学
科
・
畜
産

学
科
・
経
営
情
報
学
科
・
果
樹

園
芸
学
科
）、
園
芸
部
（
野
菜

園
芸
学
科
・
花
き
園
芸
学
科
）

定
員
▼
農
学
部
50
人
、
園
芸
部
30
人

願
書
受
付
期
間
▼
前
期
▽
12
月
19 

日
㊊
〜
平
成
18
年
１
月
18
日
㊌
、

後
期
▽
平
成
18
年
２
月
６
日
㊊

〜
20
日
㊊

試
験
日
▼
前
期
▽
平
成
18
年
１
月

31
日
㊋　

後
期
▽
平
成
18
年
３

月
３
日
㊎

問
合
せ
先
▼
県
立
農
業
大
学
校

　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
０
０
１
０

若
年
者
の
た
め
の
職
業
訓
練

科
目
▼
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

訓
練
期
間
▼
12
月
１
日
㊍
〜
平
成

18
年
２
月
28
日
㊋（
３
か
月
間
）

定
員
▼
20
人

授
業
料
▼
無
料

場
所
▼
い
ば
ら
き
中
央
福
祉
専
門

学
校
（
水
戸
市
鯉
渕
町
）

※
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
が
取
得

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
県
立
産
業
技
術
短
期

大
学
校
併
設
水
戸
産
業
技
術
専

門
学
院
☎
０
２
９
（
２
６
９
）

２
１
６
０

　

http://www.ibaraki-it.ac.jp/gakuin

①深夜外出の制限
　保護者は特別な理由がない限り、青
少年（小学生～１８歳）を深夜（午後
１１時～翌朝４時）に外出させてはい
けないことになっています。深夜営業
のコンビニやファミリーレストランは、
帰宅を促す旨の措置が追加されました。
②有害図書の指定要件の拡大
　次の図書は有害図書に指定されます。
○著しく性的感情を刺激するもの
○著しく粗暴性、残虐性を生じさせるもの
○犯罪や自殺を誘発するおそれのあるもの
③図書などの自動販売機
　自動販売機への有害図書収納違反罰
則が強化されました。また、学校など
公共施設の周囲２００メートル以内に
は設置しない、内容物を見えないよう
にする等の努力義務が設けられました。
問合せ先：県女性青少年課
　　　TEL０２９（３０１）２１８３

地
球
を
さ
さ
え
る
不
思
議
な
世
界

〜
キ
ノ
コ
と
カ
ビ
の
ミ
ラ
ク
ル
パ
ワ
ー
〜

会
期
▼
平
成
18
年
１
月
９
日
㊊
ま
で

記
念
イ
ベ
ン
ト
／

☆
自
然
講
座
▽
11
月
23
日
㊌

問
合
せ
先
▼
茨
城
県
自
然
博
物
館

☎
０
２
９
７
（
38
）
２
０
０
０

　

http://www.nat.pref.ibaraki.jp/

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

茨
城
県
自
然
博
物
館
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ーLife Long Learning ー〈32〉生涯学習だより生涯学習だより

【道のりは険しい…。】

　笠間市子ども会育成連合会では、
８月７日（日）、小学６年生から
中学生を対象に、笠間市体育協会
ピオレの仲間の指導者と共に、谷
川岳に登ってきました。

　当日は、山の天候の変化の著し
さを感じながら、頂上を目指しまし
た。頂上付近には、可れんな高山
植物が咲き、昼食では憩いの一時
を過ごし、すばらしい展望を眺めな
がら、スリリングな岩場もスムーズ
に下山することができました。
　子どもたちは、経験豊かな指導
者の下で、ふだんできない登山が
体験でき、すばらしい夏の思い出に
なりました。

　去る１０月１日（土）に、『ど
んぐり学校～農場体験～』を下市
毛の前川農場で実施しました。
　当日は、秋らしくすがすがしい
天気。牛に牧草を与えたり、子牛
にミルクをあげたり、牛の放牧を
行ったりしました。

　また、ジャージー牛乳を使った
バター作りにも挑戦。みんな夢中
になって取り組み、見事にバター
を作り上げると、ゆでたてのじゃ
がいもやパンにつけておいしく食
べました。
　自然の中でたくさんの牛と触れ
合い、ふだんの生活ではなかなか
できない貴重な体験をすることで、
子どもたちは楽しい時間を過ごす
ことができました。

賞 部門 氏　　名 題　　　　名 住所
笠間市長賞 日本画 石上幹子 七つ 石井
笠間市長賞 書　道 荻原　瞳 頼山陽詩 本戸
笠間市長賞 写　真 鷺谷　等 富士の見える夕景 稲田
教 育 長 賞 日本画 吉田　博 孔雀明王 稲田
教育長賞 洋　画 鈴木悦子 ピエロ 笠間
教育長賞 書　道 井上雄峰 馬臻詩の一節 笠間
教育長賞 写　真 加澤弘大 帆引き船 来栖
文化連盟会長賞 洋　画 吉岡輝夫 孫佑 笠間
文化連盟会長賞 書　道 青木祐香 臨・鄧石如 本戸
文化連盟会長賞 写　真 太田典男 艶 片庭

　市民体育館会議室において、８月
２１日（日）に、「青少年健全育成
関係者のつどい」を開催しました。
　分科会では、「青少年を取り巻く
社会環境について」など、与えられ
たテーマに沿って、青少年の健全育
成について日ごろ考えていることを、
熱心に語り合いました。

　笠間市リーダースクラブは、多様
化する社会において、たくましく生
きる青年リーダーの育成を目的とし
て、幅広い活動をしています。
　入会希望者は、市生涯学習課ま
で連絡してください。

◎上半期の活動について
　小学生との交流や、他の高校生会
の人たちとの交歓会で、小学生との遊
びや、ケガをした時の応急処置の仕方
などについて学んだほか、夢を持つこ
との大切さを教えてもらいました。
　これからの活動では、自分の夢を
明確にし、笠間市リーダースクラブ
主催のイベントを増やしていきたいと
思います。中学１年から入れるので、
興味のある人は、ぜひ見学に来てく
ださい。
【 副会長　　鍋谷　恵 】

　今年で３１回目を迎えた市民展
には、１８７点もの作品の応募が
あり、その中から上位入賞者が決
定しました。たくさんのご応募あ
りがとうございました。

※敬称略

どんぐり学校へようこそ!!

自然とのふれあい農場体験

青少年健全育成関係者
のつどいを開催

第31回笠間市民展覧会
上位入賞者の発表!!

今年も登山に行ってきたよぉ !!

【夏に参加した宿泊体験学習にて】

【　
　
　
　
　
　

】

山
頂
で
記
念
撮
影

は
い
、
ポ
ー
ズ

【　
　
　
　
　
　

】

牧
草
を
あ
げ
る
の
も

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ

KASAMA Leaders Clubこんにちは

笠間市リーダースクラブです!!

【　　　　　　　】お世話になった
前川勤一さん

おいしい？

１．入会資格　市内在住の中学１年生
　　　　　　　から高校１年生
２．年 会 費　１，２００円
※市生涯学習課　７２ｰ１１１１ （内線２７３）

◎主な活動
　①生涯学習課や子ども会への協力
　②他市町村高校生会との交流　
　③交歓会やクリスマス会等の開催
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【 　 七 　 つ 　 】

　

31
回
目
を
迎
え
た
市
民
展
覧
会
に
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
立
体
造
形
、
書

道
、
写
真
、
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
の
６
部
門
に
１
８
７
点
の
出
展
が
あ
り
、
左
の
３

作
品
が
市
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
民
展
覧
会
の
市
長
賞
受
賞
作
品

自家製の堂々まいたけ
あなたも作ってみては？
　旬の味覚「まいたけ」。山で見付け
た瞬間、うれしさのあまり舞い上がっ
てしまうという「まいたけ」を、自宅
で気軽に作ることができます。笠間西
茨城森林組合によると、作り方はとて
も簡単。植菌された原木を３～５本購
入し、６月に雑木林に埋めて落ち葉を
かけるか、自宅の庭木の下などの日陰
に置いておくと、１０月には直径３０
センチメートルほどの立派なまいたけ
ができ、その後３年間は続くそうです。
　市販品では得られない高い香りと食
感、そして堂々たるその姿。あなたの
ご家庭で作ってみてはいかがですか？
問合せ先：笠間西茨城森林組合
　　　　　ＴＥＬ７２－２５１０

日
本
画
の
部

石
上　

幹
子
さ
ん
（
石
井
）

【 富 士 の 見 え る 夕 景 】【 頼 山 陽 詩 】

写
真
の
部

鷺
谷　

等
さ
ん
（
稲
田
）

書
道
の
部

荻
原　

瞳
さ
ん
（
本
戸
）

田
村 

昭
一
さ
ん
（
福
原
）
宅
で
は
、

直
径
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
る

立
派
な
ま
い
た
け
が
で
き
ま
し
た
。
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「笠間ファン倶楽部」の旗揚げ　華道家・假屋崎 省吾さんがＰＲ（１０月１０日）

観客の前で制作が実演された壮麗な竹のオブジェ（笠間稲荷神社）

意匠と技のコラボレーション　第１回いなだストーンエキシビジョン
　

著
名
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

稲
田
の
石
職
人
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
作
品

展
「
第
１
回
い
な
だ
ス
ト
ー
ン
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
）」
が
、
10
月
８
日
か

ら
10
日
ま
で
の
三
日
間
、
中
野
組
石
材
工

業
（
株
）
の
石
切
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
し
た
の
は
、（
社
）
日
本
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
と
稲
田
石
材
商

工
業
協
同
組
合
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
実
行
委
員
会
で
、

最
高
級
ブ
ラ
ン
ド 
〝
稲
田
み
か
げ
石
〞 

の

品
質
と
加
工
技
術
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
行
わ
れ
た
初
の
試
み
。
日
本
を
代

表
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
34
人

と
組
合
の
19
社
、
そ
し
て
組
合
青
年
部
が

参
加
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
ブ
ジ
ェ
や
石
の

生
活
用
品
な
ど
多
彩
な
作
品
34
点
が
展
示

さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

石の卓球台などユニークな作品が展示された会場

アマチュア陶芸大賞優秀作品に花を生ける假屋崎さん（笠間芸術の森公園）

＊笠間市民憲章＊　この誇りある郷土を愛し、よりよい明日を求めて。
◇ 自然を愛し、美しいまちにしよう。　◇健康で働き、豊かなまちにしよう。　◇教養と文化を高め、明るいまちにしよう。
◇ 思いやりを深め、温かいまちにしよう。　◇きまりを守り、住みよいまちにしよう。（昭和 53 年 8 月 1 日制定）

わが家・わがまちのたからわが家・わがまちのたから
★
大
渕
・
飯
島　

涼り
ょ
う　

ち
ゃ
ん

　

平
成
15
年
10
月
2
日
生
ま
れ

★
下
市
毛
・
綱
川　

孝た
か
ひ
と仁　

ち
ゃ
ん

　

平
成
13
年
12
月
8
日
生
ま
れ

♪
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
孝
仁
で
す
。

　

健
康
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

　

成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

♪
元
気
で
、
明
る
い
子
に
育
っ
て
ね
！


